
 資料５  

葛飾区における３Ｒ進捗についての情報提供について 

 

リサイクル清掃課 

 

１ 情報提供 

 （１）「繊維 to 繊維」進捗について 

 （２）粗大ごみの「製品プラ」資源化の実施について 

 （３）粗大ごみの「布団類」資源化の検討について 

 

２ 情報提供内容詳細 

（１）「繊維 to 繊維」進捗について 

  ６月から９月までの集団回収新規増加分 １２，４００ｋｇ（１２．４ｔ） 

  リユース ４７％、マテリアルリサイクル ５０％、「繊維 to 繊維」０．２％ 

  残渣として焼却 ２．４％ 

 

（２）粗大ごみの「製品プラ」資源化の実施について 

  令和５年１１月より、葛飾区で回収された粗大ごみについて、衣装ケースや 

イス、ごみ箱、子供用遊具（すべり台・ベビーサークル等）プラスチック製品の 

資源化（マテリアルリサイクル）を実施。 

※２３区での大規模な実施は初めて。 

※粗大ごみは令和４年度実績で４５万点、ケース類３千点、ごみ箱６千点、子供 

遊具５千点、すべり台・ブランコ３百点など 



 ※粗大ごみで出されたプラスチック製品は、中央防波堤にある処理場で焼却、もし 

くは粉砕され埋め立てられている。 

 

（３）粗大ごみの「布団類」資源化の検討について 

令和６年度より、粗大ごみで回収された布団類（羽毛・羊毛・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ含む） 

  の資源化の実施を検討。 

  ※羽毛以外の水平リサイクル本格実施は２３区で初めて。 

  ※葛飾区で回収される布団類は５万から６万枚（２３区全体では約９８万枚と 

   粗大ごみの中で一番多い品目） 

 

 引き続き、費用対効果を十分に検討しつつスピード感を持ち、２３区の先駆けと 

なるべく、ごみ減量と資源化の推進に注力してまいります。 



葛飾区は「繊維to繊維」を推進し、古布
(廃棄衣類)の資源回収に力を入れます 葛飾区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援

しています。

使用済衣類
（廃棄衣類）

資源回収

資源化（リユース・リサイクル・
ケミカルリサイクル）



葛飾区は「繊維to繊維」を推進し、古布(衣類)の
廃棄量削減と資源化率向上を目指します

葛飾区では、
年間約200トンの古布を資源とし
て回収しています。

しかし、回収された古布の２０
〜３０％は廃棄されています。
また、年間２千〜３千トンもの
衣類が燃やすごみとして出され、
焼却されています。


